
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】害虫の生息場所に設置して、加熱することにより長期間安定して害虫防除効果を
示す殺虫液及び殺虫方法を提供すること。
【解決手段】ジョチュウギクエキスとフェノール系酸化防止剤を、５０％留出温度が２０
０～３００℃の直鎖ないし分岐鎖状飽和炭化水素に溶かした殺虫液。この殺虫液中に、多
孔質吸液芯の一部を浸漬して、該芯に害虫防除液を吸わせてながら、該芯の非浸漬部分を
加熱することにより吸液された害虫防除液を大気中に安定的に蒸散させる。
【効果】人体や環境への影響を疑われている資材を使用せず、効力面でも有効成分の使用
量を減らすことができる。
【選択図】なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
５ ０ ％ 留 出 温 度 が ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ の 直 鎖 な い し 分 岐 鎖 状 飽 和 炭 化 水 素 （ 以 下 、 （ a） 成
分 と 記 す 。 ） を ６ ０ ～ ９ ９ ． ９ ９ 重 量 ％ と ジ ョ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス （ 以 下 、 （ b） 成 分 と 記
す 。 ） を ０ ． ０ １ ～ １ ０ 重 量 ％ お よ び フ ェ ノ ー ル 系 酸 化 防 止 剤 （ 以 下 、 （ ｃ ） 成 分 と 記 す
。 ） を ０ ． ０ １ ～ １ ０ 重 量 ％ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 加 熱 蒸 散 用 害 虫 防 除 液
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 加 熱 蒸 散 用 害 虫 防 除 液 中 に 多 孔 質 吸 液 芯 の 一 部 を 浸 漬 し て 、 該 芯 に 害 虫
防 除 液 を 吸 わ せ な が ら 、 該 芯 の 非 浸 漬 部 分 を 加 熱 す る こ と に よ り 吸 液 さ れ た 害 虫 防 除 液 を
大 気 中 に 蒸 散 さ せ て 害 虫 を 駆 除 す る 方 法
【 請 求 項 ３ 】
加 熱 温 度 が １ ５ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 害 虫 防 除 方 法

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 、 天 然 に 存 在 す る 殺 虫 成 分 で あ る ジ ョ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス を 有 効 成 分 と す る 害 虫
防 除 液 を 使 用 し 、 こ れ を 加 熱 し て 有 効 成 分 を 効 率 的 に 蒸 散 さ せ て 人 体 や 環 境 へ の 負 荷 を 少
な く し た 条 件 で 人 体 に 有 害 な ハ エ 、 蚊 、 ゴ キ ブ リ な ど の 害 虫 を 駆 除 す る 方 法 を 提 供 す る こ
と で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 の 有 効 成 分 の 一 つ で あ る ジ ョ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス を 含 有 す る 殺 虫 剤 と し て は 下 記 文
献 の ハ チ 駆 除 用 で エ ア ゾ ー ル が 知 ら れ て い る 。 ま た 、 衛 生 害 虫 駆 除 剤 と し て は 、 商 品 名 「
イ ン セ ク ト サ イ ド ， ピ レ ト リ ン 」 （ 仲 本 エ ン タ ー プ ラ イ ズ （ 株 ） ） が あ る が 、 こ の 製 品 に
は 、 殺 虫 効 力 を 増 強 さ せ る 共 力 剤 で あ る ピ ペ ロ ニ ル ブ ト キ サ イ ド （ Ｐ Ｂ Ｏ ） が 有 効 成 分 の
２ ． ３ 倍 も 含 ま れ て お り 、 こ の 共 力 剤 の 削 減 が 求 め ら れ て い る 。 ま た ピ レ ス ロ イ ド 系 薬 剤
で あ る プ ラ レ ト リ ン を 炭 化 水 素 系 溶 剤 に 溶 解 さ せ 、 こ れ を 多 孔 質 吸 液 芯 の 一 部 を 浸 漬 し て
、 該 芯 に 害 虫 防 除 液 を 吸 わ せ て な が ら 、 該 芯 の 非 浸 漬 部 分 を 加 熱 す る こ と に よ り 吸 液 さ れ
た 害 虫 防 除 液 を 大 気 中 に 蒸 散 さ せ て 害 虫 を 駆 除 す る 製 品 も 市 販 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ６ ９ ４ ０ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 天 然 に 存 在 す る 殺 虫 成 分 で あ る ジ ョ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス を 有 効 成 分 と し て 溶 解
し た 害 虫 防 除 液 の 加 熱 蒸 散 を 長 期 間 安 定 し て 行 う こ と を 可 能 と し 、 こ れ に よ り 安 定 し た 害
虫 防 除 効 果 を 長 期 間 持 続 さ せ る こ と が 可 能 な 加 熱 蒸 散 用 害 虫 防 除 液 を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 ら は ジ ョ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス を 有 効 成 分 と し て 溶 解 さ せ た 加 熱 蒸 散 害 虫 防 除 液 が
長 期 間 に 渡 っ て 効 果 を 発 揮 す る 殺 虫 方 法 に つ い て 検 討 を 重 ね た 結 果 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 以 下 の も の で あ る 。
１ ． 　 ５ ０ ％ 留 出 温 度 が ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ の 直 鎖 な い し 分 岐 鎖 状 飽 和 炭 化 水 素 （ 以 下 、 （
a） 成 分 と 記 す 。 ） を ６ ０ ～ ９ ９ ． ９ ９ 重 量 ％ 、 ジ ョ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス （ 以 下 、 （ ｂ ） 成
分 と 記 す 。 ） を ０ ． １ ～ １ ０ 重 量 ％ お よ び フ ェ ノ ー ル 系 酸 化 防 止 剤 （ 以 下 、 （ ｃ ） 成 分 と
記 す 。 ） を ０ ． ０ １ ～ １ ０ 重 量 ％ 含 有 さ せ た 加 熱 蒸 散 用 害 虫 防 除 液 (以 下 、 本 殺 虫 液 )。
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２ ． 　 本 殺 虫 液 中 に 、 多 孔 質 吸 液 芯 の 一 部 を 浸 漬 し て 、 該 芯 に 害 虫 防 除 液 を 吸 わ せ な が ら
、 該 芯 の 非 浸 漬 部 分 を 加 熱 す る こ と に よ り 吸 液 さ れ た 害 虫 防 除 液 を 大 気 中 に 安 定 的 に 蒸 散
さ せ て 、 人 体 や 環 境 へ の 影 響 を 疑 わ れ て い る 資 材 を 使 用 せ ず 、 効 力 面 で も 有 効 成 分 の 使 用
量 を 減 ら し た 害 虫 を 駆 除 す る 方 法
３ ． 　 加 熱 温 度 が １ ５ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ で あ る １ ． に 記 載 の 殺 虫 方 法
　
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 天 然 に 存 在 す る 殺 虫 成 分 で あ る ジ ョ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス を 、 ５ ０ ％ 留 出 温 度 が ２ ０ ０ ～ ３
０ ０ ℃ の 直 鎖 状 飽 和 炭 化 水 素 に 、 フ ェ ノ ー ル 系 酸 化 防 止 剤 と と も に 溶 解 さ せ た 害 虫 防 除 液
を 調 製 し 、 こ れ を 加 熱 し て 有 効 成 分 を 効 率 的 に 蒸 散 さ せ る こ と に よ り 、 人 体 や 環 境 へ の 負
荷 を 少 な く し た 条 件 で ハ エ 、 蚊 、 ゴ キ ブ リ な ど の 害 虫 を 駆 除 す る こ と が で き る よ う に な っ
た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 使 用 さ れ る ジ ョ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス は 、 天 然 に 存 在 す る 植 物 で あ る ジ ョ チ ュ ウ ギ
ク か ら 抽 出 さ れ た も の で あ り 、 殺 虫 有 効 成 分 を ６ 種 含 有 し て い る も の で あ る 。 前 記 殺 虫 有
効 成 分 と は 、 表 １ に 記 載 し た ６ 成 分 で あ り 、 こ れ ら を 合 わ せ て 総 ピ レ ト リ ン と い わ れ て い
る 。 本 発 明 に 使 用 さ れ る ジ ョ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス に 含 ま れ る 前 記 総 ピ レ ト リ ン 量 は 、 １ ０ ～
９ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ の も の が 使 用 さ れ る 。
　 な お 本 殺 虫 液 に 溶 解 さ れ る ジ ョ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス の 量 は 、 本 殺 虫 液 中 の ０ ． １ ～ １ ０ 重
量 ％ 、 好 ま し く は ０ ． ２ ～ ８ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に お い て ５ ０ ％ 留 出 温 度 と は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ２ ２ ５ ４ に 記 載 の 方 法 に よ り 常 圧 蒸 留
を 行 っ た 場 合 に 得 ら れ る 溶 媒 種 、 そ の 構 成 比 率 等 に よ り 決 ま る 固 有 の 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に お い て 用 い ら れ る （ a） 成 分 と し て は ド デ カ ン （ ５ ０ ％ 留 出 温 度 　 約 ２ １ ６ ℃ ）
、 ト リ デ カ ン （ ５ ０ ％ 留 出 温 度 　 約 ２ ３ ５ ℃ ） 、 テ ト ラ デ カ ン （ ５ ０ ％ 留 出 温 度 　 約 ２ ５
３ ℃ ） 、 ペ ン タ デ カ ン （ ５ ０ ％ 留 出 温 度 　 約 ２ ７ ０ ℃ ） 等 の ノ ル マ ル パ ラ フ ィ ン 、 ノ ル マ
ル パ ラ フ ィ ン 系 混 合 物 の 溶 剤 で あ る ノ ル パ ー １ ３ （ エ ク ソ ン モ ー ビ ル 化 学 　 ５ ０ ％ 留 出 温
度 　 約 ２ ３ １ ℃ ） 、 ノ ル パ ー １ ５ （ エ ク ソ ン モ ー ビ ル 化 学 　 ５ ０ ％ 留 出 温 度 　 約 ２ ６ １ ℃
） 、 ０ 号 ソ ル ベ ン ト M（ 日 本 石 油 化 学 　 ５ ０ ％ 留 出 温 度 　 約 ２ ２ ６ ℃ ） ０ 号 ソ ル ベ ン ト H（
日 本 石 油 化 学 　 ５ ０ ％ 留 出 温 度 　 約 ２ ５ ０ ℃ ） 、 ネ オ チ オ ゾ ー ル （ 中 央 化 成 ５ ０ ％ 留 出 温
度 　 約 ２ ２ ０ ℃ ） 、 IPソ ル ン ベ ン ト ２ ０ ２ ８ （ 出 光 石 油 化 学 、 ５ ０ ％ 留 出 温 度 　 約 ２ ３ ３
℃ 、 ア イ ソ パ ー M（ エ ク ソ ン モ ー ビ ル 、 ５ ０ ％ 留 出 温 度 　 約 ２ ３ ４ ℃ ） 、 メ ル ベ イ ユ ４ ０
（ 昭 和 石 油 、 ５ ０ ％ 留 出 温 度 　 約 ２ ２ ９ ℃ ） 等 が あ げ ら れ 、 こ れ ら を 単 独 ま た は ２ 種 類 以
上 混 合 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
フ ェ ノ ー ル 系 酸 化 防 止 剤 と し て は ２ ， ６ － ジ ー ｔ － ブ チ ル ー ４ － メ チ ル フ ェ ノ ー ル （ BHT
） 、 ２ － ｔ ー ブ チ ル ヒ ド ロ キ シ ア ニ ソ ー ル （ Ｂ Ｈ Ａ ） 、 ４ ， ４ ‘ － ブ チ リ デ ン ビ ス （ ３ －
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メ チ ル ー ６ － t－ ブ チ ル フ ェ ノ ー ル ） 、 ３ ， ９ － ビ ス ［ ２ － [３ － （ ３ － t－ ブ チ ル ー ４ －
ヒ ド ロ キ シ ー ５ － メ チ ル フ ェ ニ ル ） － プ ロ ピ オ ニ 　 　 オ ロ キ シ ]－ １ ， １ － ジ メ チ ル ］ －
２ ， ４ ， ８ ， １ ０ － テ ト ラ オ キ ザ ス ピ ロ [５ ・ ５ ]ウ ン デ カ ン 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 殺 虫 液 に は 必 要 に 応 じ て 他 の 溶 剤 、 パ ラ ヒ ド ロ キ シ 安 息 香 酸 エ ス テ ル 系 の 安 定 化 剤 、
香 料 、 ヒ ノ キ チ オ ー ル 、 ３ ― メ チ ル ー ４ － イ ソ プ ロ ピ ル フ ェ ノ ー ル 、 チ モ ー ル ま た は カ ル
バ ク ロ ル の よ う な 防 カ ビ 剤 、 他 の ピ レ ス ロ イ ド 系 殺 虫 剤 、 害 虫 忌 避 剤 、 メ タ ク リ ル 酸 ラ ウ
リ ル 等 の 消 臭 剤 等 が 含 有 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 殺 虫 液 に 用 い る こ と が で き る 他 の 溶 剤 と し て は メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ ピ
ル ア ル コ ー ル 、 ア ミ ル ア ル コ ー ル 等 の １ 価 ア ル コ ー ル 、 グ リ セ リ ン 、 ブ チ ル ジ グ リ コ ー ル
、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 等 の ２ 価 ア ル コ ー ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル
モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ エ チ ル エ ー テ ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ
ブ チ ル エ ー テ ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ
エ チ ル エ ー テ ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ
メ チ ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ エ チ ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ
ブ チ ル エ ー テ ル 等 の グ リ コ ー ル ア ル キ ル エ ー テ ル 系 界 面 活 性 剤 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 香 料 と し て は 、 例 え ば ペ パ ー ミ ン ト 、 ハ ッ カ 、 ヒ ノ キ 、 ヒ バ 、 パ イ ン 、 ラ ベ ン ダ ー 、 パ
チ ョ リ 、 ユ ー カ リ 、 シ ト ロ ネ ラ 、 ラ イ ム 、 タ イ ム 、 ヒ ソ ッ プ 、 ロ ー ズ マ リ ー 、 テ ィ ツ リ ー
、 マ ヌ カ 、 イ ラ ン イ ラ ン 、 ク ロ ー ブ 、 ベ イ 、 セ ー ジ 等 の 植 物 精 油 、 サ リ チ ル 酸 メ チ ル 、 フ
ェ ノ キ シ エ タ ノ ー ル 、 リ ナ ロ ー ル 、 シ ネ オ ー ル 、 シ ト ロ ネ オ ー ル 、 シ ト ロ ネ ラ ー ル 、 オ イ
ゲ ノ ー ル 、 メ ン ト ー ル 、 メ ン ト ン 等 の 天 然 香 料 、 及 び 合 成 香 料 が 挙 げ ら れ る 。 本 発 明 の 加
熱 蒸 散 用 消 臭 液 中 に は 、 香 料 が 本 発 明 の 加 熱 蒸 散 用 消 臭 液 全 量 に 対 し て 、 通 常 ５ 重 量 ％ 以
下 の 量 が 含 有 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 混 合 し う る 他 の ピ レ ス ロ イ ド 系 殺 虫 剤 と し て は 、 例 え ば ２ － メ チ ル － ３ － ア リ ル － ４ －
オ キ ソ － ２ － シ ク ロ ペ ン テ ン － １ － イ ル 　 ３ － （ ２ － メ チ ル － １ － プ ロ ペ ニ ル ） － ２ ， ２
－ ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト 、 ２ － メ チ ル － ３ － プ ロ パ ル ギ ル － ４ － オ キ
ソ － ２ － シ ク ロ ペ ン テ ン － １ － イ ル 　 ３ － （ ２ － メ チ ル － １ － プ ロ ペ ニ ル ） － ２ ， ２ － ジ
メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト 、 １ － エ チ ニ ル － ２ － メ チ ル － ２ － ペ ン テ ニ ル 　
３ － （ ２ － メ チ ル － １ － プ ロ ペ ニ ル ） － ２ ， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー
ト 、 ５ － プ ロ パ ル ギ ル － ２ － フ ル フ リ ル 　 ３ － （ ２ － メ チ ル － １ － プ ロ ペ ニ ル ） － ２ ， ２
－ ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト 、 ３ － （ ２ － ク ロ ロ － ２ － フ ル オ ロ ビ ニ ル ）
－ ２ ， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン － １ － カ ル ボ キ シ ラ ー ト 、 １ － エ チ ニ ル － ２ － メ チ ル
－ ２ － ペ ン テ ニ ル 　 ３ － （ ２ － ク ロ ロ － ２ － フ ル オ ロ ビ ニ ル ） － ２ ， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ
プ ロ パ ン － １ － カ ル ボ キ シ ラ ー ト 、 ２ ， ３ ， ５ ， ６ － テ ト ラ フ ル オ ロ － ４ － メ チ ル ベ ン ジ
ル 　 ３ － （ ２ ， ２ － ジ ク ロ ロ ビ ニ ル ） － ２ ， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー
ト 、 ２ ， ３ ， ５ ， ６ － テ ト ラ フ ル オ ロ － ４ － メ チ ル ベ ン ジ ル 　 ３ － （ ２ － メ チ ル － １ － プ
ロ ペ ニ ル ） － ２ ， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト 、 ２ ， ３ ， ５ ， ６ － テ ト
ラ フ ル オ ロ － ４ － メ チ ル ベ ン ジ ル 　 ３ － （ １ － プ ロ ペ ニ ル ） － ２ ， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ
ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト 、 ２ － メ チ ル － ３ － ア リ ル － ４ － オ キ ソ － ２ － シ ク ロ ペ ン テ ン －
１ － イ ル 　 ２ ， ２ ， ３ ， ３ － テ ト ラ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト 、 ２ ， ３ ， ５
， ６ － テ ト ラ フ ル オ ロ － ４ － メ ト キ シ ル ベ ン ジ ル 　 ３ － （ ２ ， ２ － ジ ク ロ ロ ビ ニ ル ） － ２
， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト 、 ２ ， ３ ， ５ ， ６ － テ ト ラ フ ル オ ロ － ４
－ メ ト キ シ ル ベ ン ジ ル 　 ３ － （ １ － プ ロ ペ ニ ル ） － ２ ， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル
ボ キ シ ラ ー ト 、 ２ ， ３ ， ５ ， ６ － テ ト ラ フ ル オ ロ ベ ン ジ ル 　 ３ － （ ２ ， ２ － ジ ク ロ ロ ビ ニ
ル ） － ２ ， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト 、 ２ ， ３ ， ５ ， ６ － テ ト ラ フ ル
オ ロ － ４ － メ ト キ シ ル ベ ン ジ ル 　 ３ － （ ２ － メ チ ル － １ － プ ロ ペ ニ ル ） － ２ ， ２ － ジ メ チ
ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト 、 ２ ， ３ ， ５ ， ６ － テ ト ラ フ ル オ ロ － ４ － メ ト キ シ ベ
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ン ジ ル 　 ３ － メ ト キ シ イ ミ ノ メ チ ル － ２ ， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト
等 の ピ レ ス ロ イ ド 系 殺 虫 性 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 化 合 物 に は 、 シ ク ロ プ ロ パ ン 環
、 及 び 二 重 結 合 に 基 づ く 異 性 体 が 存 在 す る 場 合 が あ る が 、 こ の 場 合 は 活 性 な 任 意 の 異 性 体
を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 殺 虫 液 は 沸 点 １ ８ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ の 直 鎖 な い し 分 岐 鎖 状 飽 和 炭 化 水 素 系 溶 剤 、 ジ
ョ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス 、 フ ェ ノ ー ル 系 酸 化 防 止 、 必 要 に 応 じ て 安 定 化 剤 、 香 料 、 他 の 害 虫 防
除 性 化 合 物 、 防 カ ビ 剤 、 他 の 消 臭 剤 を 混 合 す る こ と に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 殺 虫 方 法 は 、 例 え ば 特 公 平 ２ － ２ ５ ８ ８ ５ 号 公 報 等 に 記 載 の 加 熱 蒸 散 型 殺 虫 装
置 に 適 用 し て 、 優 れ た 効 果 を あ げ る こ と が で き る 。 こ の 装 置 で は 通 常 、 本 発 明 の 加 熱 蒸 散
用 殺 虫 液 中 に 、 多 孔 質 吸 液 芯 の 一 部 （ 通 常 は 下 部 ） を 浸 漬 し て 、 該 芯 に 前 記 殺 虫 液 を 吸 液
さ せ 、 該 芯 の 非 浸 漬 部 （ 通 常 は 上 部 ） を ヒ ー タ 等 に よ り 間 接 加 熱 す る こ と に よ り 吸 液 さ れ
た 前 記 殺 虫 液 を 、 害 虫 の 発 生 す る 場 所 で 、 蒸 散 さ せ る こ と に よ り 行 わ れ る 。
よ り 具 体 的 に は 図 １ に 本 方 法 に 用 い ら れ る 装 置 の 一 例 を 示 す も の で あ り 、 殺 虫 液 １ 中 に 多
孔 質 吸 液 芯 ３ の 一 部 が 浸 漬 さ れ て お り 、 該 芯 に 該 殺 虫 液 を 吸 液 さ せ 、 該 芯 の 上 部 を 発 熱 体
２ で 加 熱 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 該 芯 の 上 部 を 約 ６ ０ ℃ ～ 約 １ ３ ５ ℃ の 温 度
に 加 熱 体 ２ で 間 接 加 熱 す る こ と に よ り 、 該 芯 に 吸 液 さ れ た 本 殺 虫 液 を 大 気 中 に 蒸 散 さ せ て
、 害 虫 を 防 除 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 場 合 の 加 熱 温 度 は 、 ヒ ー タ の 表 面 温 度 が 通 常
８ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ 、 好 ま し く は １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ℃ で あ る 。
該 加 熱 蒸 散 装 置 に お い て 使 用 さ れ る 多 孔 質 吸 液 芯 の 材 質 と し て は 、 例 え ば 本 発 明 の 加 熱 蒸
散 用 殺 虫 液 を 吸 液 し 、 か つ ヒ ー タ 等 に よ る 加 熱 に 耐 え 得 る 多 孔 質 の 無 機 物 粘 結 体 や 焼 結 体
が 挙 げ ら れ る 。 該 多 孔 質 材 と し て は 、 例 え ば ク レ ー 、 タ ル ク 、 カ オ リ ン 、 珪 藻 土 、 石 膏 、
パ ー ラ イ ト 、 ベ ン ト ナ イ ト 、 酸 性 白 土 、 グ ラ ス フ ァ イ バ ー 、 石 綿 等 の 無 機 粉 末 を 、 カ ル ボ
キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 澱 粉 、 ア ラ ビ ア ガ ム 、 ゼ ラ チ ン 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 等 の 糊 剤
に て 粘 結 、 成 形 し た も の が 通 常 用 い ら れ る 。 尚 、 該 吸 液 芯 は 、 色 素 、 防 腐 剤 、 酸 化 防 止 剤
等 を 適 宜 含 有 し て も よ く 、 例 え ば 、 前 記 無 機 粉 末 と 糊 剤 と の 粘 結 時 に 混 合 す る こ と に よ り
含 有 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 殺 虫 液 の 防 除 対 象 害 虫 と し て は 各 種 の 有 害 昆 虫 、 ダ ニ 類 等 の 節 足 動 物 を 挙 げ る こ と が
で き 、 特 に 有 害 飛 翔 性 害 虫 、 例 え ば ア カ イ エ カ 、 コ ガ タ ア カ イ エ カ 、 ネ ッ タ イ イ エ カ 、 チ
カ イ エ カ 等 の イ エ カ 類 、 ネ ッ タ イ シ マ カ 、 ヒ ト ス ジ シ マ カ 等 の ヤ ブ カ 類 、 シ ナ ハ マ ダ ラ カ
等 の ハ マ ダ ラ カ 類 、 ユ ス リ カ 類 、 イ エ バ エ 、 オ オ イ エ バ エ 、 ヒ メ イ エ バ エ 等 の イ エ バ エ 類
、 ク ロ バ エ 類 、 ニ ク バ エ 類 、 シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ 類 、 チ ョ ウ バ エ 類 、 ノ ミ バ エ 類 、 ア ブ 類 、
ブ ユ 類 、 サ シ バ エ 類 、 ヌ カ カ 類 等 の 双 翅 目 害 虫 が 挙 げ ら れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 下 、 製 造 例 等 に よ り 本 発 明 を 更 に 詳 し く 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の
で は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
製 剤 例 １
　 ジ ュ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス (純 度 ７ ６ ％ )６ ． ７ ｇ と Ｂ Ｈ Ｔ １ ． ３ ｇ を ノ ル パ ー １ ３ （ エ ク ソ
ン 化 学 株 式 会 社 製 ） ９ ２ ． ０ ｇ と を 混 合 し て 、 本 発 明 の 殺 虫 液 １ を 得 た 。

製 剤 例 ２
　 ジ ュ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス (純 度 ７ ６ ％ )６ ． ７ ｇ と Ｂ Ｈ Ｔ １ ． ３ ｇ を ア イ ソ パ ー Ｍ （ エ ク ソ
ン 化 学 株 式 会 社 製 ） ９ ２ ． ０ ｇ と を 混 合 し て 、 本 発 明 の 殺 虫 液 ２ を 得 た 。

製 剤 例 ３
　 ジ ュ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス (純 度 ７ ６ ％ )６ ． ７ ｇ と Ｂ Ｈ Ｔ １ ． ３ ｇ を ネ オ チ オ ゾ ー ル （ 中 央

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-282643 A 2006.10.19



化 成 株 式 会 社 製 ） ９ ２ ． ０ ｇ と を 混 合 し て 、 本 発 明 の 殺 虫 液 ３ を 得 た 。

比 較 例 １
　 ジ ュ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス (純 度 ７ ６ ％ )６ ． ７ ｇ を ア イ ソ パ ー Ｍ （ エ ク ソ ン 化 学 株 式 会 社 製
） ９ ３ ． ３ ｇ と を 混 合 し て 、 比 較 例 １ の 溶 液 を 得 た 。

比 較 例 ２
　 ジ ュ チ ュ ウ ギ ク エ キ ス (純 度 ７ ６ ％ )６ ． ７ ｇ と Ｂ Ｈ Ｔ １ ． ３ ｇ を ア イ ソ パ ー Ｍ （ エ ク ソ
ン 化 学 株 式 会 社 製 ） ４ ２ ． ０ ｇ と を 混 合 し て 、 比 較 例 ２ の 溶 液 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 試 験 例 １ ）
製 造 例 ２ で 得 ら れ た 本 発 明 の 殺 虫 液 ４ ５ ｍ ｌ を 図 １ の ５ ０ ｍ ｌ の 容 器 に 入 れ て 、 無 機 多 孔
質 材 質 の 吸 液 芯 を 取 り 付 け た 。 こ の 容 器 を 図 １ に 示 さ れ る 加 熱 蒸 散 装 置 に 組 み 込 み 、 吸 液
芯 上 部 を ヒ ー タ ー で 間 接 的 に １ ０ ０ 時 間 加 熱 し 続 け て か ら 、 本 発 明 の 殺 虫 液 を 試 験 空 間 で
稼 動 直 後 か ら 有 効 成 分 が 蒸 散 で き る よ う に し た 。
こ の 装 置 を ガ ラ ス チ ャ ン バ ー （ ０ ． ７ ｍ × ０ ． ７ ｍ × ０ ． ７ ｍ ： ０ ． ３ ４ ｍ ３ ） の 床 中 央
部 に 置 い て １ ０ 分 間 稼 動 さ せ て か ら 、 ア カ イ エ カ 雌 成 虫 を ２ ０ 頭 放 飼 し て 、 フ リ ー フ ラ イ
ン グ 状 態 と し た 。 虫 を 放 飼 し て か ら ５ 、 ７ 、 １ ０ 、 　 　 　 １ ５ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ お よ び
６ ０ 分 後 に ノ ッ ク ダ ウ ン 数 を 調 査 し 時 間 の 経 過 に 伴 う ノ ッ ク ダ ウ ン 数 か ら 、 Ｋ Ｔ ５ ０ 値 を
算 出 し た 。 結 果 を 表 2に 示 す 。

（ 比 較 試 験 例 １ ）
比 較 例 １ で 得 ら れ た 本 発 明 の 殺 虫 液 ４ ５ ｍ ｌ を 図 １ の ５ ０ ｍ ｌ の 容 器 に 入 れ て 、 無 機 多 孔
質 材 質 の 吸 液 芯 を 取 り 付 け た 。 こ の 容 器 を 図 １ に 示 さ れ る 加 熱 蒸 散 装 置 に 組 み 込 み 、 吸 液
芯 上 部 を ヒ ー タ ー で 間 接 的 に １ ０ ０ 時 間 加 熱 し 続 け て か ら 、 本 発 明 の 殺 虫 液 が 試 験 空 間 で
稼 動 開 始 直 後 か ら 有 効 成 分 が 蒸 散 で き る よ う に し た 。
こ の 装 置 を ガ ラ ス チ ャ ン バ ー （ ０ ． ７ ｍ × ０ ． ７ ｍ × ０ ． ７ ｍ ： ０ ． ３ ４ ｍ ３ ） の 床 中 央
部 に 置 い て １ ０ 分 間 稼 動 さ せ て か ら 、 ア カ イ エ カ 雌 成 虫 を ２ ０ 頭 放 飼 し て 、 フ リ ー フ ラ イ
ン グ 状 態 と し た 。 虫 を 放 飼 し て か ら ５ 、 ７ 、 １ ０ 、 　 　 　 １ ５ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ お よ び
６ ０ 分 後 に ノ ッ ク ダ ウ ン 数 を 調 査 し 時 間 の 経 過 に 伴 う ノ ッ ク ダ ウ ン 数 か ら 、 Ｋ Ｔ ５ ０ 値 を
算 出 し た 。 結 果 を 表 2に 示 す 。

（ 比 較 試 験 例 ２ ）
比 較 例 ２ で 得 ら れ た 本 発 明 の 殺 虫 液 ４ ５ ｍ ｌ を 図 １ の ５ ０ ｍ ｌ の 容 器 に 入 れ て 、 無 機 多 孔
質 材 質 の 吸 液 芯 を 取 り 付 け た 。 こ の 容 器 を 図 １ に 示 さ れ る 加 熱 蒸 散 装 置 に 組 み 込 み 、 吸 液
芯 上 部 を ヒ ー タ ー で 間 接 的 に １ ０ ０ 時 間 加 熱 し 続 け て か ら 、 本 発 明 の 殺 虫 液 が 試 験 空 間 で
稼 動 開 始 直 後 か ら 有 効 成 分 が 蒸 散 で き る よ う に し た 。
こ の 装 置 を ガ ラ ス チ ャ ン バ ー （ ０ ． ７ ｍ × ０ ． ７ ｍ × ０ ． ７ ｍ ： ０ ． ３ ４ ｍ ３ ） の 床 中 央
部 に 置 い て １ ０ 分 間 稼 動 さ せ て か ら 、 ア カ イ エ カ 雌 成 虫 を ２ ０ 頭 放 飼 し て 、 フ リ ー フ ラ イ
ン グ 状 態 と し た 。 虫 を 放 飼 し て か ら ５ ， ７ 、 １ ０ 、 　 　 　 １ ５ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ お よ び
６ ０ 分 後 に ノ ッ ク ダ ウ ン 数 を 調 査 し 時 間 の 経 過 に 伴 う ノ ッ ク ダ ウ ン 数 か ら 、 Ｋ Ｔ ５ ０ 値 を
算 出 し た 。 な お 、 比 較 例 ２ に つ い て は 吸 液 芯 の 詰 ま り に よ る 効 力 低 下 が 確 認 さ れ た の で 、
芯 部 分 を ア セ ト ン に つ け て 洗 浄 し て か ら 1時 間 加 熱 後 、 再 度 試 験 し た 。 結 果 を 表 2に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表 ２ に 示 す よ う に 殺 虫 液 ２ は 安 定 し た 害 虫 防 除 効 果 を 示 し た が 、 酸 化 防 止 剤 を 加 え な い 場
合 や 濃 度 が 濃 す ぎ る 場 合 に は 効 果 が 劣 っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 殺 虫 方 法 に 適 用 さ れ る 装 置 の 一 例 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ ・ ・ ・ 殺 虫 液
２ ・ ・ ・ ヒ ー タ ー
３ ・ ・ ・ 吸 液 芯
４ ・ ・ ・ 殺 虫 液 を 入 れ る 容 器 。
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